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図 B-2-① 専用線で接続されている場合 

 

 

②公衆網で接続されている場合 

 公衆網とは ISDN（Integrated Services Digital Network）やダイアルアップ接続等、交

換機を介した公衆回線を使って接続する接続形態のことを指す。 

 ただし、ここで想定する接続はインターネットサービスプロバイダ（以下、ISP）に接続

する接続方法ではなく、情報の送信元が送信先に電話番号を指定して直接接続する方式で

ある。ISP を介して接続する場合は、ISP から先がいわゆるインターネット接続となるため、

満たすべき要件としては後述する「Ⅱ．オープンなネットワークで接続する場合」を適用

する。 

この接続形態の場合、接続先に直接ダイアルしてネットワーク接続を確立するため、ネ

ットワーク接続を確立する前に電話番号を確認する等の仕組みを導入すれば、確実に接続

先と通信ができる。 

 一方で、電話番号を確認する仕組みを用いなかったことによる誤接続、誤送信のリスク

や専用線と同様で拡張性が乏しいこと、また、現在のブロードバンド接続と比べ通信速度

が遅いため大量の情報もしくは画像等の容量の大きな情報の送信には不向きであるため、

適用範囲を適切に見定める必要がある。 

 

 

図 B-2-② 公衆網で接続されている場合 

 

③閉域 IP 通信網で接続されている場合 

ここで定義する閉域 IP 通信網とは、通信事業者が保有する広域ネットワーク網と医療機

関等に設置されている通信機器とを接続する通信回線が他のネットワークサービス等と共

用されていない接続方式を言う。このような接続サービスを本ガイドラインでは IP-VPN

（Internet Protocol-Virtual Private Network）と呼び、クローズドなネットワークとして


